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鹿児島湾から得られたアジ科魚類マルコバンの記録
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　はじめに

アジ科コバンアジ属 Trachinotus は，側線に稜

鱗が発達しない，背鰭と臀鰭がともに前方に遊離

棘をそなえる，下顎には歯が無いか，絨毛状歯を

そなえる，上唇が深い溝によって吻部と隔てられ

る，尾柄部の体背面と体腹面に溝が無い，などの

特徴をもち（Suzuki, 1962; Gushiken, 1983; Smith-

Vaniz, 1999; Lin and Shao, 1999），日本からはコバ

ンアジ T. baillonii (Lacepède, 1801)，マルコバン T. 

blochii (Lacepède, 1801)，およびコガネマルコバン

T. mookalee Cuvier, 1832 の 3 種が知られている（瀬

能，2013）．

鹿児島県においてはこれらのうちコバンアジ

とマルコバンの 2 種の分布が確認されているが

（ 市 川 ほ か，1992; Motomura et al., 2010； 瀬 能，

2013；武内，2014），マルコバンの記録は笠沙，

屋久島，種子島，および与論島からのものに限ら

れていた（市川ほか，1992；財団法人鹿児島市水

族 館 公 社，2008; Motomura et al., 2010； 瀬 能，

2013； 武 内，2014； 鏑 木，2016; Motomura and 

Harazaki, 2017）．

2015 年 10 月 27 日に鹿児島湾央部において 1

個体のマルコバンが採集された．本標本は鹿児島

湾における本種の標本に基づく初めての記録とな

るため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は岩槻ほか（2000）にしたがっ

た．標準体長は体長と表記し，体各部の計測はデ

ジタルノギスを用いて 0.1 mm までおこなった．

マルコバンの生鮮時の体色の記載は，固定前に撮

影された鹿児島県産標本（KAUM–I. 80348）のカ

ラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，お

よび固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告

に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館に保

管されており，上記の生鮮時の写真は同館のデー

タベースに登録されている．研究機関略号は以下

の通り．FRLM －三重大学大学院生物資源学研究

科附属水産実験所；KAUM －鹿児島大学総合研

究博物館．

　結果と考察

Trachinotus blochii (Lacepède, 1801)

マルコバン（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 80348，体長 353.0 mm，尾叉

長 381.0 mm， 鹿 児 島 市 谷 山 沖（31°29′N, 

130°34′E；鹿児島市中央卸売市場魚類市場で購

入），2015 年 10 月 25 日，畑　晴陵．

記載　背鰭鰭条数 V-I, 18；臀鰭鰭条数 II-I, 17；

胸鰭軟条数 18；腹鰭鰭条数 I, 5．

体各部の尾叉長に対する割合（%；カッコ内は

体長に対する割合を示す）：体高 50.9（54.6）；頭

長 25.1（27.1）； 胸 鰭 基 底 部 に お け る 体 幅 10.5

（11.3）；吻長 7.3（7.9）；眼窩径 5.1（5.5）；眼隔

域幅 10.1（10.9）；上顎長 8.5（9.2）；尾柄高 7.0（7.6）；

尾柄長 13.0（14.1）；背鰭前長 60.9（65.7）；臀鰭

前長 52.0（56.1）；腹鰭前長 31.4（33.9）；背鰭基
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底長 48.0（51.8）；臀鰭基底長 37.2（40.2）；尾鰭

長 33.8（36.5）；腹鰭棘長 9.7（10.5）；腹鰭第 1 軟

条長 9.5（10.3）；胸鰭最長軟条長 19.1（20.6）；背

鰭最後棘長2.6（2.8）；第2背鰭葉状部高43.1（46.5）；

臀鰭第 3 棘長 2.4（2.6）；臀鰭葉状部高 29.9（32.2）．

体は前後方向に長い卵型で強く側扁する．体

高は背鰭第 1 軟条起部で最大．体背縁は吻端から

眼の上方にかけて著しく盛り上がり，そこから背

鰭起部にかけて緩やかに上昇する．背鰭基底部の

体背縁は直線状を呈し，下降する．体腹縁は下顎

先端から臀鰭第 1 軟条起部にかけて緩やかに下降

し，そこから臀鰭基底部にかけては直線状を呈し，

上昇する．尾柄部は体背縁，体腹縁ともに体軸と

並行となる．胸鰭基底先端は鰓蓋後端よりも僅か

に後方，胸鰭基底下端よりも吻端よりも僅かに下

方にそれぞれ位置する．胸鰭後端は尖り，背鰭第

4 棘起部直下に僅かに達しない．腹鰭起部は胸鰭

基底下端よりも僅かに後方，腹鰭基底後端は背鰭

第 1 棘起部よりも前方にそれぞれ位置する．たた

んだ腹鰭の後端は背鰭第 1 棘起部直下に僅かに達

しない．背鰭棘はそれぞれ鰭膜で連続しない．背

鰭第 1 軟条起部は臀鰭第 2 遊離棘基底後端よりも

僅かに後方，背鰭基底後端は臀鰭基底後端直上に

それぞれ位置する．臀鰭遊離棘は 2 本，第 1 遊離

棘は肛門よりも僅かに後方に位置する．臀鰭第 1

軟条起部は背鰭第 2 軟条起部直下に位置する．背

鰭と臀鰭の前部は著しく伸長する．尾鰭は二叉型

を呈し，深く湾入する．肛門は正円形を呈し，臀

鰭遊離棘起部の前方に位置する．鰓蓋と前鰓蓋骨

の後縁はともに円滑．口裂は小さく，上顎後端は

瞳孔後縁直下に達しない．体は細かい円鱗に被わ

れる．眼および瞳孔はともに円形．鼻孔は 2 対で

前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼の前縁前方に

位置する．前鼻孔および後鼻孔はともに前後方向

に細長く，スリット状．吻端は鈍く丸く，下顎よ

りも僅かに前方に突出する．両顎歯は細かい絨毛

状．側線は完全で，鰓蓋後端上方から始まり，背

鰭第 1 棘起部前方にかけて緩やかに上昇し，そこ

から波打ちながら下降し，尾鰭基底中央に至る．

側線上に稜鱗はない．鱗は丸い敷石状を呈する．

Fig. 1. Fresh specimen of Trachinotus blochii from Kagoshima Bay, Kagoshima Prefecture, Japan. KAUM–I. 80348, 381.0 mm folk length.
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色彩　生鮮時の色彩 ― 体は一様に銀白色を呈

し，体背面は暗い緑褐色，体側上部は淡い緑青色

をそれぞれ呈する．頭部前縁と両唇は黄色．背鰭

と臀鰭の軟条部前部と尾鰭は黄色がかった茶褐色

を呈し，背鰭と臀鰭の後部は黄色半透明．

胸鰭は暗褐色．腹鰭前部は黄色を呈し，後部

は白色半透明．虹彩は銀色，瞳孔は青みがかった

黒色をそれぞれ呈する．

分布　インド洋熱帯海域からサモア，トンガ，

およびマーシャル諸島にかけての西太平洋に広く

分布する（Suzuki, 1962；木村，1997; Smith-Vaniz, 

1999；岩槻ほか，2000；瀬能，2013）．日本国内

においては宮城県名取川，茨城県鹿島灘沿岸，千

葉県いすみ市大原，夷隅郡御宿町，高知県高知市

種崎，土佐清水市以布利，宮崎県宮崎市青島，鹿

児島県南さつま市笠沙，屋久島，種子島，与論島，

沖縄島，および慶良間諸島から報告されていたが

（小島，1985；木村，1997；財団法人鹿児島市水

族館公社，2008；瀬能，2013；武内，2014；鏑木，

2016），本研究により鹿児島湾における分布も確

認された．また，後述の通り標本は残っていない

が，大隅半島東岸に位置する内之浦湾において漁

獲された個体の写真も確認された．

備考　鹿児島湾産の標本は，体が卵型を呈す

ること，体側が一様に銀色を呈し側線付近に黒色

斑がないこと，背鰭と臀鰭の軟条数がそれぞれ

18 と 17 であること，吻が丸いこと，第 2 背鰭葉

状部の高さが尾叉長の 43.1% であることなどが

Gushiken (1983) や Smith-Vaniz (1999)，瀬能（2013）

の報告した T. blochii の標徴とよく一致したため，

本種と同定された．本種はインド・太平洋の同属

他種とは体側に黒色斑がないこと，背鰭と臀鰭の

軟条数がそれぞれ 18–20 と 16–18 であること，尾

叉長 40 cm 以上の大型個体においては体が卵円形

を呈すること，体長 10–40 cm の個体に関しては

第 2 背鰭葉状部長が尾叉長の 35–60% であること

により識別される（Smith-Vaniz, 1999；岩槻ほか，

2000；瀬能，2013）．

鹿児島県におけるマルコバンの記録は少なく，

標本に基づくものは武内（2014）が与論島から得

られた 4 個体（体長 48.1–315.0 mm; FRLM 42712, 

42799, KAUM–I. 48047, 51322）を報告したものと，

鏑木（2016）が種子島東岸に位置する増田向井漁

港 に お い て 投 網 に よ っ て 漁 獲 さ れ た 個 体

Fig. 2. Captured individual of Trachinotus blochii Uchinoura Bay, Kagoshima Prefecture, Japan. Photograph taken by M. Yamada (The image 
as left-right inverted).
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（KAUM–I. 66639）を報告したもののみに限られ

る．その他のものとしては薩摩半島西岸に位置す

る笠沙から得られた個体の写真を財団法人鹿児島

市水族館公社（2008）が報告したものと，屋久島

における分布を市川ほか（1992）が報告したもの

が あ る が（Motomura et al., 2010; Motomura and 

Harazaki, 2017），いずれも標本に基づくものでは

ない．また，大隅半島東岸に位置する内之浦湾に

おいて 2014 年 9 月 30 日に漁獲された個体の写真

が確認されている（山田守彦氏，私信；Fig. 2）．

しかし，マルコバンの鹿児島湾における分布を報

告した研究はなく，本研究の記載標本は本種の鹿

児島湾の標本に基づく初めての記録となる．
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